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県制度に合わせ、第2子の保育料を軽減県制度に合わせ、第2子の保育料を軽減議案
第51号

愛知県の補助制度に対応し、第2子保育料の軽減措置
に伴う改正

解
説
?

将来にわたって支出が必要になる契約などを、
あらかじめ議会の議決を経て行うこと。

債務負担行為

本会議資料
（HP）

Q A

議員 市

9月定例会は9月8日から9
月30日までに開かれ、条例
改正、補正予算など計16件
を審議しました。

議案
第54号

猿渡小学校の児童増加に備え、小学校用地を
確保

児童数の増加に備え、猿渡小学校区で新た
に用地を確保する補正予算

Qこの用地購入の目的は。
A 蔵福寺地区の区画整理で住宅が増え、児童数の増加が
見込まれるため。仮設校舎や駐車場整備など一時的利用
も想定。
Q 土地の広さと場所は。
A 約1,000㎡弱で、区画整理地内の生産緑地を取得。

議案
第54号 基幹系システムの機器更新

基幹系システムの標準準拠システムへの移
行に伴い債務負担行為の追加を行う

Qなぜ債務負担行為が必要なのか。
A 納付書の様式が変更になるため金融機関テストの期間
が必要となる。また納付書を印刷する大型プリンター等
の機器の納品にも時間を要すことから、リース開始は次
年 度 だ が 今 年
度に契約するこ
とにしたため。

改正の趣旨と対象は。Q
愛知県が実施する保育料補助制度に対応するため、本市でも条例改正を
行うもの。対象は18歳までの児童のうち「第2子」にあたる子ども。おお
むね世帯年収470万円未満の家庭は保育料を無料とし、470万円から930
万円未満の家庭は保育料を半額とする。（下表参照）
今回の改正による対象は0～2歳児の保育利用であり、第3子以降は、現
行でも市独自に所得制限を設けず無料とする制度もあり、第2子の経済
的負担の大きい子育て世帯への支援を強化する。

A

市民税所得割額 基準保育料 改正後保育料
9万7千円未満 0～23,900円 ０円
9万7千円～30万1千円未満 ～46,000円 1/2
30万1千円以上 46,000円 軽減なし
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議案
第51号

知立市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の保育料等に関する
条例の一部を改正する条例

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長
の
た
め
採
決
不
参
加

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案
第54号

令和7年度知立市一般会計補正予算
（第2号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案
第55号

令和7年度知立市国民健康保険特別
会計補正予算（第1号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

認定
第1号

令和6年度知立市一般会計歳入歳出
決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定
第2号

令和6年度知立市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定
第3号

令和6年度知立市土地取得特別会計
歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定
第4号

令和6年度知立市介護保険特別会計
歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定
第5号

令和6年度知立市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定
第6号

令和6年度知立市水道事業会計決算
認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

認定
第7号

令和6年度知立市下水道事業会計決
算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

賛否議員の

※共産党＝日本共産党知立市議団、民友＝民友クラブ、正＝正和会、無＝無会派

※塗りつぶされている枠は討論を行った議員

市議会での議案や予算案に対する各議員の賛否状況を
まとめた一覧です。（一部抜粋）

全ての採決の
様子はこちら

議案
第54号 知立中央通線の歩道改良を実施

知立中央通線における歩道改良工事のため
の補正予算

Q道路新設改良費の内容は。
A 知立中央通線の歩道改良工事。新幹線高架下から西側
約150m区間において道路幅を調整し、歩道を1.4mから
2.5mに拡幅。事業期間は令和5年度から7年度まで。

議案
第54号 山屋敷川の修繕事業で財源を変更

山屋敷川修繕事業の財源を有利な市債に切
り替える補正予算

Q河川費を一般財源から市債に変更した理由は。
A 山屋敷川修繕事業について、当初は充当率9割の一般
事業債で計上していたが、その後、充当率10割の防災対
策事業債が活用可能となり、より有利な財源に変更した。

山屋敷川（山屋敷町）知立中央通線（上重原町）
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